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の両親が上京して始めた店で、今では「高校ノート」という全国の高校の寄せ書き帳が3000冊（つま
り3000校）以上あり有名である。
この店は出が福岡なので、がめ煮とか新鮮な魚の刺身など、懐かしく故郷を思い出せる食べ物が並

んでいる。私はここに来ると、おきゅうとを食べるのを楽しみにしていたが、原料のおきゅうと草が
採れなくなってしまったせいか、いつの間にかメニューから消えてしまって残念である。
当時は未成年者にお酒を提供することについて現在ほどうるさくなかったから、希望者にはお酒も

出した。奨学生は久しぶりに会うせいもあり、すぐに打ち解けた懇談の場となった。
締めは博多ラーメンかうどんで腹を満たした後、次は当時コリドー街にあったワインバーに席を移

したこともあった。
私は法学部出身なので、文系の学生の話にはまあ対応できたが、理系の奨学生の話を聞いたり、ア

ドバイスをしたりするのは難しかったので、東大理学部出身で通産省（当時）に勤務されていた野中
哲昌氏に御参加いただいたこともあった。
野中氏は、その後、在京理事に就任され、私が理事を退任した後は引き続き懇親会を催していらっ

しゃる。最近は在京の奨学生も増えたので3回に分けているということで、私の時代よりも丁寧に面倒
を見ていただいているようである。
在京理事にとって、もう一つ大事な仕事は、毎年12月初旬に開かれる研修会に参加することであった。
研修会自体は本部の教育担当が中心になって企画されるので、在京理事の仕事は当日参加して奨学生
の発表を聞き、時には多少の質問をするくらいである。文系の奨学生の発表はまあ理解できたが、理
系の学生の発表は正直に言うとほとんど理解できなかった。しかし、若い学生諸君が目を輝かせて自
分の研究発表をする姿はとても感動的で、私にとっても気持ちのいい時間であった。

私の母、君乃（旧姓安武）は、福岡県粕屋郡新宮村の出身で、香椎高等女学校から福岡女子師範に
進み、その後、しばらく小学校の先生をしていた。母が亡くなってから兄が遺品を整理していたところ、
2枚の証書と腕時計をみつけた。1枚の証書には、「福岡県立香椎高等女学校 卒業生 安武君乃 品
行端正学術優秀ニ付前紙目録之通相贈候也 昭和3年3月17日 黒田奨学会総裁 正2位勲1等 侯爵黒
田長成」とあり、もう1枚には、「目録 一 銀巻時計 壱個 右 昭和3年3月 日 黒田奨学会」
とあったという。
兄の話によれば、女学校時代、成績最優秀の卒業生に黒田家から腕時計が与えられる慣行があり、

それを頂いたと母が語っていたという。（この腕時計と目録は、その後、黒田奨学会に陳列品として
渡されているとのこと）
つまり私共は、親子2代にわたって、黒田家及び黒田奨学会の御恩を受け

ているわけである。
改めて、黒田家と黒田奨学会に心からお礼を申し上げます。

追記
黒田奨学会から、瑞藤会会報100号に寄稿を求められましたので、一文をしたためました。何分、

昔のことであり、記憶だけで書きましたので、間違いや不正確な部分もあることと思っております。
ご容赦願います。





私は、大学・大学院の計6年間、主に地質学を学び、後半の3年間は南極の岩石に関する研究に費や
しました。岩石をどのように研究するかというと、まず、南極から採取されたサンプルをとにかく薄
くしてプレパラートに貼り付けます。すると岩石が光を透過させ、岩石組織の観察ができるようにな
ります。そうした観察や、鉱物の化学組成を機械で定量的に分析することを通して、研究を進めてい
きました。研究をはじめたばかりのころは、思うような成果がでない日々が続きましたが、ある時期
から連続して発見が得られるようになり、最終的には、提出した修士論文を専攻内で表彰していただ
けるまでになりました。私も、比較すれば全くもってほんのわずかではありますが、囚われの身とな
った官兵衛のような忍耐力を発揮することができたのかな、と思います。最後になりましたが、この
間たいへんお世話になった黒田奨学会の理事の方々、事務局の方々、そしてなにより黒田長得様に、
深く御礼申し上げます。誠にありがとうございました。

東京大学大学院工学系研究科電気系工学専攻 修士課程修了
佐々木 綾太

この春、東京大学大学院を卒業して株式会社リクルートにエンジニアとして就職いたしました、佐々
木綾太と申します。私は大学・大学院で多くの事を学びました。その一部を紹介いたします。
大学1年生の時、僕は3人部屋の寮に入り、濃い人間関係の中でコミュニケーションや対人関係、特
に人には色んな人がいて、どんな人でもある程度分かり合えることを学びました。また、その人間関
係のおかげで、ファッションを学びました。
大学2年生では、コロナ明けで寮外の人とも人間関係を広げながら、ある成功体験を積みました。そ
れは、大学で週15時間かかるレポートを課す授業があったのですが、その改善のための有志活動をし
たことです。しかし、その成功体験の中で挫折もあり、そこからの立ち直りも経験しました。それら
の経験は今でも私の自信を支えています。また、他に酒やWeb技術を学びました。
大学3年生では英語の勉強や親戚への訪問などを目的にフィリピンに友達と1か月滞在しました。そ
こで、フィリピンの文化や現地の人の温かさに触れ、感銘を受けました。また、海外から見た日本に
ついて考えることができ、意外と英語は喋れるということを学びました。
大学4年生ではベンチャーでインターンをし、ベンチャー企業や、そこで自分がどう振舞うかについ
て理解しました。また、技術的にも大きく成長しました。
大学院1年生では元Googleのエンジニアが運営するコミュニティに入り、エンジニアリングの本質
を理解しました。また、就活を経てそのノウハウが身につき、その考え方は転職活動や普段のコミュ
ニケーションで活かせることに気付きました。
大学院2年生では5時起きを始め、無駄に過ごす時間が無くなりました。そして、毎日3km走ったり、
ジムに通うようになったり、運動面のコミット量が人生最高値を超えました。他にもYouTubeや本か
ら知識を吸収することの重要性を知るなど、様々な学びを得ました。
金銭的な余裕がなく、授業料や生活費を全て自分で工面しなければならなかった私にとって、黒田
奨学会はとても心強い援助をくださいました。様々な人と関わったり、様々な企業でインターンをし
たり、海外に1ヶ月滞在してみたり大学と大学院は様々な面で価値観の変容が起こった学びの多い期間
でした。6年間全てが今の私を作るに必要不可欠であり、それを可能にして下さった黒田奨学会に心より、
深い感謝を申し上げます。

東京科学大学工学院経営工学系 修士課程修了
實渕 有佑

この度、東京科学大学工学院経営工学系の修士課程を修了いたしました。大学入学時から6年間、多
大なるご支援をいただきましたことに、心より御礼申し上げます。また、奨学金のご支援だけでなく、
母が大病を患った際にはたくさんの精神的サポートも賜りました。さらに、様々な面でのご指導ご鞭
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期に一度の報告書が、自らの進捗を振り返る絶好の機会となったこともあり、徐々に学習のペースを
確立することができ、2024年12月の短答式試験、2025年８月の論文式試験に合格して、同年12月に
志望していた監査法人の内定をいただきました。本年2月から、EY新日本有限責任監査法人で公認会
計士見習い（準会員）として勤務しております。 
当面は監査業務に専念することとなります。公認会計士登録の後には、監査の道を究めるほか、事
業会社での貢献、独立開業、大学院進学など多様なキャリアパスが広がっています。これからの数年
間は、自らの適性と関心、そして社会からのニーズをしっかりと見極める期間にしたいと考えており
ます。 
先日の卒業式では公認会計士・税理士をされている評議員とお話しする機会に恵まれ、会計士の心
構えについて具体的に教えていただきました。こうしたご縁をいただけるのも奨学会の強みだと感じ
ております。私も近い将来、奨学会にご恩を返し、また奨学会の後輩に頼られる卒業生として、社会
に貢献する決意です。改めまして、4年間の温かいご支援、誠にありがとうございました。 

九州工業大学情報工学部生命化学情報工学科 卒業
寺元 一耕

黒田奨学会事務局並びに理事のみなさま、大学院編入後2年間に渡り多大なるご支援を賜りありがと
うございました。またこれまで主に研修会などを通して様々な刺激やアドバイスをくださった奨学生
の皆様方にもこの場をお借りして感謝申し上げます。この2年間の大学生活を振り返ってみると、本当
に沢山のことがありました。元々在籍していた高専の枠を飛び出して、大学内外で様々なことにチャ
レンジした経験は今後の私の人生を大きく左右するものであったと自覚しております。留学やハッカ
ソン、ボランティア活動に起業など2年間の精力的な活動が、今の自分を形作っています。原稿執筆に
際して私が皆さんに伝えられることはなにか考えた結果、起業という経験を通して学んだことと今後
の展望をお伝えさせていただければと思います。卒業記念式典にご参加いただいた方は覚えてらっし
ゃるかもしれませんが、私は行政書士や弁護士などの“士業”と呼ばれる方々に向けた業務効率化ツ
ールの開発を行う事業を営んでおります。去年の6月、現在のチームメイトに誘われたプログラミング
コンテストをきっかけに始まったこの事業は、現在実社会で働く人々を助けています。私たちはこの
ツールを世の中に広め、働く人々の可処分時間増やし、もっと本質的な労働に注力してもらうという
社会を目指しています。 
さて、突然ですが皆さん、“価値”とは何であると考えますか？会社を経営する上で、その会社が

提供する価値、Value を定めなければなりません。そして、会社が提供する価値を定めるためには、
そもそも価値とは何かを知る必要があります。さらに、価値を知ることは生きる意味を知ることであ
ると思います。私はまだ、価値とは何かを一言で表すものを持ち合わせていませんが、少なくとも社
会を構成する一人一人が、良く生きるためには何をすべきかを考えるための時間を提供することは価
値があることであると考えています。単純な作業やプロフェッショナルでなくても出来る作業はシス
テムに任せて、その他の創造的な作業を人間が担うという形が理想です。その理想を実現するために
弊社のValue は時間を生み出すことであると定義しました。自分にとっての価値というものを少しで
も見出すことができたのは大学や社会での経験のおかげです。最後とはなりますが、改めて2年間ご支
援いただきありがとうございました。 
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九州大学大学院薬学府創薬科学専攻
香川 万葉

この春より九州大学大学
院薬学府創薬科学専攻に進
学いたしました，香川万葉と
申します。この度は，黒田奨
学会の奨学生としてご採択
いただき，誠にありがとうご
ざいます。伝統ある本奨学会
並びに瑞藤会の一員として，

その名に恥じぬよう，より一層学業や研究活動に
励んでまいります。
私は現在，痒みの神経伝達メカニズムをテーマ
として研究に取り組んでいます。通常時，痒みは
生体防御システムとして働いていると考えられ
ていますが，慢性化すると過度な引っ掻き行動が
炎症反応を引き起こし、更なる痒みが繰り返され
る「痒みと掻破の悪循環」に陥ります。この悪循環
を断ち切るために病態メカニズムの理解が不可
欠ですが，その詳細は未だ不明な点が多く残され
ています。この現状を打開するため，私たちの研
究室では痒みの神経伝達メカニズムと病態下に
おけるそれらの変化の解明を目標に掲げ，日々研
究活動に邁進しています。
最後に，黒田奨学会での研修会などを通じて，
多分野の学生や研究者の方々と交流する貴重な
機会を得ることで，多角的な視点を養い，自身の
研究の発展に繋げていきたいと考えております。
今後ともご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお
願いいたします。

九州工業大学大学院生命体工学研究科
加藤 れな

この春、九州工業大学大学
院生命体工学研究科に進学
いたしました、加藤れなと申
します。この度は、歴史と伝
統のある黒田奨学会に大学
院特別指定枠としてご採用
いただき、誠にありがとうご
ざいます。黒田奨学会の皆様

からのご支援を賜るとともに、ともに勉学に励む
多くの学生と出会えることに、期待と身の引き締
まる思いでいっぱいです。

私は脳波解析を用いて、二者間における脳活動
の変化について研究しています。特に位相に着目し、
二者間における同一部位および個人内の部位間
の比較を通して、特定の状況においてどのような
活動が優位に生じているのか、また位相の同期が
どのように変化するのかを検証しています。本研
究を通じて、人と人との相互作用における脳活動
の特徴を明らかにし、コミュニケーションの理解
や支援技術の発展に寄与することを目指してい
ます。
私はこれまで高専・工業大学と進学し、工学分
野を中心に学んできましたが、他分野に触れる機
会は多くありませんでした。黒田奨学会で多様な
分野を学ぶ方々と交流し、新しい視点に触れながら、
自分自身の学びを広げていきたいと考えています。
どうぞよろしくお願いいたします。

九州工業大学大学院生命体工学研究科
得段 未夢

この春より九州工業大学
大学院生命体工学研究科に
進学いたしました、得段未夢
と申します。この度は、黒田
奨学会大学院特定枠奨学生
として採用していただき、誠
にありがとうございます。
私は、皮膚と微生物の関係

に関心を持ち、皮膚環境における細菌の働きやそ
の影響について研究を進めています。特に、皮膚
という外部環境と接する重要な器官において、微
生物がどのように関与し、どのような影響を及ぼ
すのかを明らかにしたいと考えています。身近で
ありながら未解明な点の多い領域であるため、基
礎的な理解を深めるとともに、その知見を応用へ
とつなげていくことに意義を感じています。微生
物が皮膚の状態に与える影響を解明することで、
健康な皮膚の維持やヘルスケア分野への応用に
貢献することを目指しています。
今後は、専門分野の知識と研究手法をさらに深め、
より実践的な研究成果を創出できるよう努めて
まいります。社会に貢献できる人材へと成長して
いけるよう精進してまいりますので、今後ともご
指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
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する考古学者を志しています。京大には日本最初
の考古学研究室が設立され、明治期以来多くの遺
跡調査を通じて日本考古学を牽引してきました。
そのような環境で考古学の方法論や研究姿勢を
基礎から学びたいと考えています。また、文化遺
産を通じた地域社会への貢献にも関心があります。
人口減少が進む現代において、古墳や遺跡は地域
の歴史の拠り所として地域に活力を与える存在
です。研究成果を地域社会とも共有し、住民が地
域の歴史に誇りと愛着を持つきっかけを作りた
いと考えています。
教養課程では民俗学や地質学など考古学に関

連する幅広い分野にも関心を持って学び、これか
ら考古学者として社会に貢献するという目標に
向け努力してまいります。どうぞよろしくお願い
いたします。

京都大学法学部
中村 郁人

筑紫丘高校出身の中村郁
人です。今回黒田奨学会の一
員になれたこと、とても喜ば
しく思います。選考いただき
誠にありがとうございます。
私は、京都大学の法学部に進
学します。
大学では、主に企業法や商

法に関する知識を深め、並行して公認会計士資格
の取得を目指し、法律分野に強みを持つ公認会計
士になることを目指します。私のやりたい事は、
できる限り多くの人の力になることであり、大学
に通い、横断的な学びを深め、自身の柔軟性を高
めていこうと考えております。具体的には、哲学
や経済学などの文系科目はもちろん、環境学など
理系分野についても大学で学んでいこうと思っ
ております。
黒田奨学会で奨学金をいただけるおかげで、大
学での学問に集中できる上に、研修会などを通じ
て様々な分野の学びをしている方々の話をお聞
きすることが、大変自分の成長に繋げられるため、
研修会など黒田奨学会の集まりには積極的に参
加させて頂きたいと思っております。
周りの方々から多くの刺激を受け、自分自身も
刺激を与えられる存在になれるよう努めて参り
ますので、これからよろしくお願いします。

九州大学文学部人文学科
中村 ほなみ

この度は、歴史ある黒田
奨学会の一員となれたこと
を大変光栄に感じております。
加えて、学業に邁進するた
めに奨学金を給付していた
だけることに、心より感謝
申し上げます。この奨学金
が自分の将来への期待と激
励の証であることを胸に刻み、

これから日々の学びに真摯に向き合って参りた
いと思います。
私は将来、地方創生に携わりたいと考えています。
私の目標は、現在の日本の各地が抱えている少子
高齢化や過疎化による地域コミュニティの衰退
といった課題に向き合い、解決策を見出し実行す
ることです。この目標を叶えるために、九州大学
文学部で社会学、特に地域福祉社会学を深く学び
ながら、主体的・実践的に地域社会を見つめる経
験を積んでいきます。また、社会調査法や多角的
な課題解決能力といったスキルを身につけ、日本
の地域社会それぞれがもつ魅力を活かせる、持続
可能なまちづくりに活かしていきたいです。さらに、
大学生活を通じて、学業のみに留まらず周囲の人
との関わりを大切にし、大学生という今この時期
だからこそできる体験を重ねていこうと思います。
大学卒業後は、九州大学で培った知識と経験を
活かして、人々の暮らしに寄り添い、地域社会が
活力を取り戻せるような地方創生に取り組みた
いと考えています。そして、黒田奨学会から頂い
たご支援を社会に還元していくために、社会のひ
とりひとりの大切な居場所を守り、日本社会全体
を活気づけられるような人材となることを目指
します。黒田奨学会の奨学生としてこのようなご
厚意に応えられるよう、日々努力を重ね、また奨
学会の皆様との交流を通じて、さらに自分自身を
高めて参ります。
改めまして、このようなご支援と貴重な機会を
賜りましたことに深く御礼申し上げます。
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海 外 留 学 ・ 研 修 報 告

私は2025の年末から2026の年始にキリマン
ジャロ登頂に成功した。何度振り返っても驚く
べきことだが、キリマンジャロ登頂のために飛
行機を予約したのは、出国のわずか1週間前であ
った。高校サッカー部の同期と勢いのまま計画
した、まさに弾丸登山である。準備や計画とい
う点では反省すべき部分も多かったが、その一
方で、深く考えすぎずに一歩を踏み出す行動力
があったからこそ、この挑戦が実現したのだと
も感じている。そして、その勢いと仲間同士の
支え合いがあったからこそ、最終的に全員で登
頂を果たすことができたのだと思う。
キリマンジャロは、タンザニア北東部のケニ
ア国境近くに位置する、標高5,895mのアフリカ
大陸最高峰である。七大陸最高峰、いわゆる
Seven Summitsの一つに数えられ、世界最高の
独立峰としても知られている。ただ、ロープや
アイゼン、ピッケルなどの専門的な装備や技術
を必要としないため、登山経験が比較的少ない
人でも挑戦しやすい山となっている。私自身は
登山経験がほとんどなく、急いで登山靴を購入
しタンザニアへと向かった次第だ。
私以外は関東在住なので、海外旅行はいつも
現地集合・現地解散となる。登山開始前日に無
事に合流を果たし、ツアー会社のコテージに泊
まり登頂開始に向けて準備をした。私たちは7人
であったが、登山チームとしては総勢20名程度
で挑むことになった。ガイドやコック、ポータ
ー（荷物運び）と一緒に登るので非常に心強か
った。登山ルートはMachameルートという5泊
6日のプランを選択し、テントでの寝泊まりをした。

[Day 1: Machame Gate (標高1800m) to
Machame Camp (標高3000m)]
キリマンジャロ周辺は雨が多い時期だったそ
うで、登山は初日から雨との戦いとなった。マ
チャメルートの初日は、熱帯雨林のような雰囲
気の中、緑に囲まれた山道を約10 km歩いた。
準備に時間がかかって出発が遅れたため、

Machame Campに到着した頃にはあたりはすっ
かり暗くなっていた。しかしながら、ポーター
たちは自分たちよりもはるかに早く到着しており、
テントや夕食の準備をすでに終えてくれており、
今後の行程を確認しながら食事を済ませた。

[Day 2: Machame Camp (標高3000m) to
Shira Camp (標高3840m)]
朝起きると、ガイドの方が洗顔用のお湯と紅
茶を準備してくれていた。前日は真っ暗なうえ
に雨も降っていたため景色を楽しむ余裕はなか
ったが、この日は幸運にも晴れており、キリマ
ンジャロの山頂であるウフルピーク（Uhuru
Peak）を望むことができた。2日目は、熱帯雨
林の雰囲気から一転し、岩の多い山道を登って
いく行程であった。特に印象的だったのは、日
本の高山でいう森林限界、およそ2,500m前後を
超えるような標高でも、高山植物が力強く生え
ていたことである。日本とはまったく異なる植
生に、アフリカの山を登っていることを強く実
感した。しかし、2日目も登山途中で大雨に見舞
われた。体力的なきつさ以上に、寒さとの戦い
であった。凍えながらようやくゴールのShira
Campにたどり着くと、昼食には具材たっぷりの
温かいスープが用意されていた。そのスープを
飲んだ瞬間、冷え切った身体が一気に回復した
ことをよく覚えている。

[Day 3: Shira Camp (標高3840m) to Lava
Tower (標高4600 m) to Barranco Camp (標高
3950m)]
朝目を覚ますと、少し頭痛を感じた。軽い高

山病の症状であり、いよいよキリマンジャロの
洗礼を受けたように感じた。3日目はShira
Campを出発し、まず標高約4,600mのLava
Towerを目指した。その後、標高約3,950mの
Barranco Campまで下って宿泊する行程である。
これは、標高を上げてから低い場所で眠る
“climb high, sleep low” の行程であり、高度

キリマンジャロ登頂体験記
― 七大陸最高峰の一つに挑む ―

九州大学大学院 薬学府 創薬科学専攻 博士2年

中橋 凜太郎
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順応のための重要な一日であった。歩いている
最中も、けだるさや頭痛を感じる場面があり、
キリマンジャロ登山が単なる体力勝負ではなく、
標高との戦いでもあることを強く実感した。

[Day 4: Barranco Camp (標高3950m) to
Karanga Camp (標高4000m) to Barafu
Camp (標高4670m)]
4日目は、岩場を登る行程が中心で、登山中で
最も楽しい一日であった。特にBarranco Camp
を出発してすぐに現れるBarranco Wallは迫力
があり、怖さもあったが、岩を登りながら一気
に標高を上げていく感覚があり、大きな達成感
を得ることができた。しかし、登り切った後は
しばらく下り道が続き、せっかく上げた標高を
失っていくようで、少しもったいないようにも
感じた。当初は途中のKaranga Campで昼食を
取る予定であったが、かなりハイペースで進む
ことができていたため、そのまま一気にBarafu
Campを目指すことになった。というのも、4日
目の深夜には登頂アタックが控えており、でき
る限り睡眠時間を確保したかったからである。
この日からは植物も徐々に少なくなり、砂利道
が続くようになった。Barafu Camp到着後、早
めの夕食を取った。しかし、標高の影響もあり、
食欲はあまり出ていなかった。それでも、深夜
に控える山頂アタックに向けて、できる限り食
べきるようにした。この日は大晦日であったが、
そのような実感は全くなかった。山頂へ向かう
楽しみと少しの緊張が入り交じった感情のまま、
短い睡眠についた。しかしこの時は、山頂まで
の道のりが想像以上に壮絶なものになるとは、
知る由もなかった。

[Day 4 Midnight: Barafu Camp (標高
4670m) to Uhuru Peak (標高5895m)]
23時30分に起床し、紅茶と軽食を取りながら
山頂アタックの準備をした。登頂開始とほぼ同
時に2026年を迎え、周囲は多くの登山者で盛り
上がっていた。しかし、笑顔でいられたのは最
初の1時間ほどだった。Barafu Campを出発し
てから、まずは標高約5,756mのStella Pointを
目指した。ここまでは、暗闇の中でひたすら急
斜面を登り続ける行程であり、およそ4～5時間
にわたって苦しい登りが続いた。この登りで、
私は初めて人間の限界に近いものを実感した。
登山中、何度も意識が遠のきそうになった。そ

の時は、深夜行動による睡眠不足のせいだと思
っていた。いわゆる寝落ちのようなものだと感
じていた。しかし、後から聞くと参加メンバー
全員が同じような状態になっていた。冷静に考
えると、おそらく酸素の薄さによる影響が大きく、
限界寸前の状態だったのだと思う。そのような
極限の条件下で、何度も何度も諦めそうになった。
しかし、高校時代に共に厳しい部活動を乗り越
えた仲間の存在は本当に大きかった。最初のう
ちは「頑張ろう」と声を掛け合えていたものの、
途中からは声を出すことすら難しい状況になっ
ていた。それでも、一緒に登っているという事
実だけで力をもらうことができた。さらに、お
互いの負けん気もあったからこそ、最後まで足
を止めず、無事に全員で山頂へたどり着くこと
ができた。山頂に着いた時も、頭はまだぼーっ
としていた。山頂での長居は危険とのことで、
写真を撮って下山を開始した。驚いたことに、
下山を始めた頃、氷河と朝日がつくる壮大な景
色を目にした瞬間、なぜだか自然と涙が溢れて
きた。仲間とお互いを称え合い、久しぶりに心
の底からの達成感を強く感じた。

[Day 5: Uhuru Peak (標高5895m) to
Barafu Camp (標高4670m) to Mweka
Camp (標高3100m)]
Uhuru PeakからBarafu Campまでは、ひた
すら下り続ける行程であった。かなりの急斜面で、
登頂時とはまた違った苦しさがあり、膝は悲鳴
を上げていた。昼頃にBarafu Campへ到着すると、
疲労は限界に達しており、倒れるように眠りに
ついた。
しかし、この日の行程はまだ終わっていなか

った。30分ほど経った頃、ガイドに起こされ、
昼食を取った。その後、再び下山が始まった。
全員が体力的には限界を迎えていたが、登頂を
果たした達成感もあり、どこか和やかな雰囲気
の中でMweka Campを目指した。そこからさら
に3時間ほど歩き、この日の行程を終えた。途中
で雨に見舞われなかったことは、本当に幸運で
あった。最終日の夜は、ガイドやポーターたち
とトランプをして盛り上がった。登頂を終えた
安堵感と、旅が終わってしまう寂しさが入り混
じり、キリマンジャロで過ごす最後の夜には、
どこか名残惜しい雰囲気が漂っていた。
キリマンジャロツアーでは一般的に、登山者
が支払うツアー代金（15万円ほど）の中から、
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山頂での写真および壮大な眺め

キリマンジャロ国立公園の入園料や各種手数料、
ガイドやポーターへの賃金などが支払われる。
しかし、チーフガイドと話をする中で、実際に
ガイドやポーターに渡る金額は決して十分では
ないという問題があることを知った。
キリマンジャロ登山は、現地の若者にとって
貴重な収入源の一つである一方、働き手は多く、
労働環境の改善は簡単ではないようであった。
チーフガイドになれば待遇は比較的良くなると
のことだったが、そのためには大学に通う必要
があり、そこにも大きなハードルが存在してい
るという。彼らの収入の多くは、登山者からの
チップに支えられているのが現状であった。
チップの金額については、事前にツアー会社
のオーナーと相談し、相場とされる金額を準備
していた。しかし、最終日にチーフガイドにチ
ップを渡した際、彼は現地の労働環境について
率直に話してくれた。海外旅行でよくある交渉
の一つと考える方も多いかもしれない。しかし、
5泊6日の登山を通して、食事を共にし、トラン
プで笑い合い、厳しい山道を一緒に越えてきた
中で、私たちとガイドやポーターとの間には確
かな信頼関係が築かれていた。そのため、彼の
言葉は単なる交渉ではなく、本心からのものだ
と感じた。私たちは、ポーターたちの生活を守
ろうとするガイドの責任感と心意気に強く感銘
を受けた。そして、互いに納得できる金額のチ
ップを渡し、最後には熱い抱擁を交わして、キ
リマンジャロでの最後の夜を終えた。
金銭に関わる話であり、書くべきか迷った部
分でもある。しかし、実際に現地へ足を運び、
彼らと時間を共にしなければ知ることのできな
かった問題であったため、今回の登山体験の一
部として記録しておきたいと思う。

[Day 6: Mweka Camp (標高3100m) to
Mweka Gate (標高1640m)]
最終日は、Mweka Campから登山口である
Mweka Gateまで下る、比較的短い行程であった。
登山口でツアー会社のバスに乗るのだが、到着
が遅くなると登山者で混雑するため、多くのガ
イドが早めの到着を目指すそうだ。キリマンジ
ャロ登山中、私たちは同年代の日本人女性と出
会っており、最終日の下山中にも再び遭遇した。
私たちは、デジタルデトックスからの解放と、5
日ぶりのシャワーを目前にして気分が上がって
おり、かなりのハイペースで歩いていた。しかし、
その女性も非常に速く、何度差をつけてもなか
なか距離を離すことができなかった。
負けん気の強い私たちは、さらに負けん気の
強い若手ガイドに導かれ、要所要所でランニン
グを挟むようになった。それでも、なぜか相手
のハイペースなウォーキングに追いつかれてし
まう。そこで自分たちの闘志に火がつき、気づ
けば本格的なトレイルランが始まっていた。
かなりのスピードで山道を駆け下り、途中か
らは初めてランニングハイのような感覚を味わ
った。疲れているはずなのに、不思議と笑顔で
走り続けることができた。最終的には、予定時
間の半分ほどでMweka Gateに到着し、見事に
一番乗りを果たした。まさか最後にトレイルラ
ンをすることになるとは思っていなかったが、
非常に楽しい思い出となった。
その後、5日間を共にしたガイド、コック、ポ
ーターたちと写真を撮り、感謝を伝えた。こう
して、キリマンジャロ登山は幕を閉じた。翌日
はサファリに行き、その後帰国した。年末年始
の休みをすべて使った旅であったため、帰国の
翌日からは、すぐにハードな研究生活へ戻るこ
とになった。
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現地で購入した衣類を身に着けて発表

国 際 学 会 参 加 報 告

2026年3月15日から20日にかけて、アメリカ・
デンバーで開催されたAPS Global Physics
Summitに参加しました。本学会は、アメリカ物
理学会（American Physical Society: APS）が
主催するものです。宇宙、素粒子、量子コンピ
ュータ、超伝導など、物理に関連する幅広い研
究分野の発表が行われる非常に大規模な学会です。
私にとってこれまでで最大規模の学会であり、
とても刺激的な経験となりました。

開催地のデンバーは、北アメリカ大陸を南北
に貫くロッキー山脈の東麓に位置する、標高約
1600mの高地にあるコロラド州の州都です。デ
ンバー到着までには、いくつかのトラブルがあ
りました。羽田からシカゴ経由でデンバーへ向
かう予定でしたが、悪天候によりシカゴ発デン
バー行きの便が欠航となりました。別の便に振
り替えてもらい、発表前日の深夜にようやくデ
ンバーに到着しましたが、今度は預け荷物が届
かないというトラブルにも見舞われました。着
替えも手元になかったため、現地で購入した衣
類を身に着けて発表に臨みました。精神的にか
なり疲れた状態での発表となりましたが、発表
自体も質疑応答も無事に終えることができました。
質問者のうち一人は、質疑応答での私の回答に
十分に納得していなかったようでした。そこで
発表後に改めて説明し議論を重ねたところ、最
終的には理解してもらいました。

口頭発表のほかにも、関心のある発表を聴い
て知見を深めたり、これまでオンラインでしか
議論できていなかった共同研究者に直接挨拶し
たりしました。今回の学会参加は、大変有意義
なものとなりました。また、学会終了後にロッ
キーマウンテン国立公園のツアーに参加しました。
ロッキー山脈の雄大な自然に触れ、心身ともに
癒やされました。

今回の学会参加で痛感したのは、英会話力の
必要性です。飛行機の振り替えやロストバゲー
ジへの対応は、当然ながらすべて英語で行わな
ければならず、自分の状況や求めている対応を
伝えるのに非常に苦労しました。また、他の発
表で質問する際にも、疑問点を英語でうまく表
現するのに時間がかかったり、相手の英語を十
分に聞き取れなかったりして、円滑に議論を進
めることができませんでした。今後も国際学会
に参加する機会があると思われるため、継続し
て英語力を磨いていきたいと思います。

このような貴重な経験ができたのも、黒田奨
学会の皆様のご支援のおかげです。心より感謝
申し上げます。来年度からは、東京大学大学院
理学系研究科物理学専攻の博士後期課程に進学
します。今回の経験を糧に、今後も研究に励ん
でまいります。ご指導ご鞭撻のほどよろしくお
願いいたします。

アメリカでの学会発表を経て

東京大学大学院 工学系研究科 物理工学専攻 修士2年

松田 仁

ロッキーマウンテン国立公園にて
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研究室メンバーと学会会場にて

この度、2025年12月8日から11日にかけてマカオ
で開催された IEEEInternational Conference
on Big Data に参加し、研究発表を行いました。
本研究は、2024年9月より約1年間、経営科

学系研究部会連合協議会主催のデータ解析コン
ペティションに研究室メンバーとチームで取り
組み、成果を論文にまとめて国際学会への採択
に至ったものです。研究テーマは「他社価格の
不確実性を考慮した処方的ロバスト価格最適化」
です。小売業において、競合店舗の価格変動が
事前に把握できない状況でも安定した売上を確
保できる価格最適化手法を開発しました。数値
実験により、提案手法が競合店舗の価格変更時
に生じる売上低下リスクを効果的に抑制できる
ことを実証しました。
初めての国際学会発表は、研究者として多く
の気づきを得られた貴重な経験となりました。
質疑応答では、専門家として海外の研究者と議
論するには専門的語彙力が圧倒的に不足してい
ることを痛感しました。より深い専門的議論が

できるよう、今後は専門分野を英語で議論する
力を養う必要性を強く感じました。一方で、知
っている単語だけでも論理的に説明すれば十分
に議論が可能であることにも気づけました。議
論を通じて研究に対する新たな視点を得られた
ことは、大きな収穫でした。また、学会会場で
は日本の同分野の研究者と多くの繋がりを作る
ことができました。研究内容だけでなく、日々
の過ごし方や将来のことなども共有でき、非常
に刺激的な時間となりました。国際的な研究コ
ミュニティの一員として活動する実感を得られ
たことは、大きな財産です。
このような国際学会に参加できたのは、研究
活動に専念できる環境を提供してくださった黒
田奨学会のご支援の賜物です。来年度よりコン
サルティング業界でデータ分析に携わります。
本経験で培った国際的な視野を活かし、グロー
バルに活躍できる人材を目指します。ご支援へ
の感謝を胸に、今後もさらなる成長に努めてま
いります。

IEEE Big Data 国際学会での研究発表と学び

東京科学大学 工学院経営工学系 経営工学コース 修士2年
實渕 有佑
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●「Outstanding Presentation Award Gold Prize受賞」

九州大学大学院 理学府 物理学専攻 博士2年
谷口 彰

2026年1月に京都大学にて開催された国際研究会「The 34th Workshop on General Relativity

and Gravitation in Japan」において、Outstanding Presentation Award Gold Prizeを受賞しました。

発表タイトルは“Quantum nature of gravitational waves from binary black holes and its

applications to cosmology”です。

本研究の目的は、いまだ統一的な理解がされていない重力の量子的

性質を解明することです。本研究では、現在観測されている連星ブラ

ックホール起源の重力波を、量子力学の枠組みで解析しました。その

結果、この重力波がコヒーレント状態（古典的な状態に対応する量子

状態）の記述によって十分に捉えられることを明らかにしました。一

方で、完全なコヒーレント状態からの微小なずれ（スクイージング）が

存在し、その大きさが約10-4であると見積もりました。この値は、連星

系からの重力波の量子性を探る将来の実験において、重要な目標とな

ります。

今回の受賞を励みに、今後も重力波の量子的性質の研究をさらに発

展させ、宇宙や重力に関する未解決問題の解明に貢献できるよう精進

してまいります。

●「国内３学会における優秀発表賞の連続受賞」

九州大学大学院 薬学府 創薬科学専攻 修士２年
栗野 陽平

この度、2025年10月および2026年3月に開催された「第78回日本薬理学会西南会」、「第42回日本薬

学会九州山口支部大会」、「日本薬学会第146年会」において、口頭およびポスター発表を行い、これら3つ

の学会全てで優秀発表賞を受賞させていただきました。日頃より温かいご

指導とご支援を賜っております黒田奨学会の皆様のおかげで、研究活動に

専念することができ、このような成果につながったと感じております。心

より感謝申し上げます。

私は現在、「痛み」がどのような神経回路を介して調節されているのか、

そのメカニズムの解明に取り組んでおります。特に、脳から脊髄へ下行性

に投射する「下行性神経」に着目し、疼痛制御機構の理解を目指して研究を

進めています。本学会では、これらの神経回路が疼痛制御に果たす役割の

一端について報告させていただきました。また、疼痛学や神経科学を専門

としない聴講者にも研究内容を直感的に理解していただけるよう、図表や

説明方法を工夫しながら発表を行いました。全ての学会で優秀発表賞を受

賞できた背景には、黒田奨学会の研修会において発表経験を積ませていた

だいたことが大きく活きていると感じております。



－38－

●「九州大学山川賞受賞」

九州大学の山川健次郎初代総長の名を冠した名誉ある賞であり、人間性、社会性、国際性、専門性に対

して優れた志を持ち、学業成績が優秀な２年次・３年次の学部学生が受賞対象になります。平成24年度に

創設された賞で、令和7年度の受賞者7名のうち2名が本会奨学生で、この栄誉に輝きました。

九州大学工学部航空宇宙工学科3年
河野 雅宏

貴奨学会の皆さまのご指導のおかげで、九州大学が実施している学生表彰の一環でございます「山川賞」

に、昨年度受賞いたしましたことをここにご報告いたします。この会報誌への寄稿の場を借りて、将来の

ビジョンや私が現在行っている活動について簡単にご説明いたします。

私には2つの目標がございます。1つ目は、火星探査機に携わるということです。現在、月面探査プロジ

ェクトが盛んに行われておりますが、近い将来、月面探査の次に来るであろう火星探査に携わりたいと

考えております。具体的には、NASAなどが打ち上げているキュリオシティやパーシビアランスなどの火

星探査機の自律走行・自律着陸機構の開発に携わりたいと考えております。そのために現在、学科の専攻

教育科目の受講に加えて、私が所属しているサークル「PLANET-Q」でのハイブリッドロケットや模擬

人工衛星「CanSat」などの実践的な宇宙開発にも取り組んでおります。とりわけ、制御系において非常に

重要な要素の一つであるプログラミングに関して、サークル内で電装班として開発を行っております。

2つ目の目標は、MBAを取得することです。シリコンバレーへの短期留学の経験を経て、MBAを取得し

て開発と経営の双方に携わるロールモデルに挑戦したいと考えるようになりました。現在は、九州大学

に所属するアントレプレナーシップに関する総合的教育・研究センター「QREC」が実施している講義の

受講などを通して、在学中からMBA取得に向けて活動しております。

私は、以上2つの目標を主軸に今後も精進してまいりたいと考えております。まだまだ至らぬ点も多く

あるかと存じますので、今後とも黒田奨学会ならびに瑞藤会の皆さま、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお

願い申し上げます。皆さまの益々のご健勝を祈念いたしまして、私の寄稿を締めさせていただきます。











－43－

令和8年度 新奨学生
学部生

氏 名

井 手 晴 太

宇 野 醸太郎

浦 川 義 永

小 田 真 緒

片 岡 拓 海

草 場 優 衣

栗 原 葵

古 賀 拓 翔

堺 鉄 平

島 田 享 弥

中 村 郁 人

中 村 ほなみ

永 利 陽 葵

西 口 優 希

葉 玉 幹 太

八 野 愛 生

舩 越 奏 太

古 川 優 華

宮 増 藍

武 藤 夏 姫

山 増 友 雅

山 崎 愛咲美

小 原 あかり

山 田 浩 平

大 学

九州大学 文学部 人文学科

東京大学 教養学部 文科一類

京都大学 法学部

早稲田大学 文化構想学部 国際日本文化論プログラム

九州大学 医学部 医学科

山口大学 医学部 医学科

東京大学 教養学部 理科二類

九州大学 理学部 化学科

鹿児島大学 共同獣医学部

京都大学 文学部

京都大学 法学部

九州大学 文学部 人文学科

宮崎大学 医学部 医学科

東京科学大学 工学院

九州大学 医学部 医学科

九州大学 工学部 Ⅱ群

東京大学 教養学部 理科二類

九州大学 経済学部 経済経営学科

早稲田大学 政治経済学部 政治学科

一橋大学 法学部

東京大学 教養学部 理科一類

九州大学 芸術工学部 芸術工学科

九州大学 工学部 材料工学科（３年次編入）

九州大学 工学部 応用化学科（３年次編入）

出 身 校

福岡

大濠

筑紫丘

上智福岡

修猷館

福岡

修猷館

大濠

西南学院

修猷館

筑紫丘

筑紫丘

福岡

筑紫丘

筑紫丘

中村学園女子

福岡

城南

福岡

筑紫丘

修猷館

筑紫女学園

久留米工業高等専門学校

久留米工業高等専門学校

大学院生（学部・修士より継続支給および大学院特定枠新奨学生）
加 治 遼

蒲 池 海 斗

瀬 川 智 皓

松 瀬 真 未

松 田 仁

山 田 和 輝

方 倉 颯 馬

小 渕 朝 陽

一橋大学大学院 法学研究科 西洋法制史専攻

東京大学大学院 教育学研究科 臨床心理学専攻

九州大学大学院 薬学府 創薬科学専攻

九州大学大学院 経済学研究科 経済システム専攻

東京大学大学院 工学系研究科 物理工学専攻

大阪大学大学院 理学研究科 物理学専攻

東京大学大学院 工学系研究科 航空宇宙工学専攻

東京大学大学院 法学政治学研究科 総合法政専攻

D1

D1

D1

D1

D1

D1

M1

M1
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●令和7年度 九州地区研修会 後期第２回
令和7年度九州地区研修会（後期第2回）を、令和7年11月8日（土）、アクロス福岡607会議室において開

催しました。発表は博士課程学生2名、修士課程学生6名、学部学生9名が行い、うち学部1年生6名が初め
ての発表を行いました。最後に、小田部理事による講評があり、発表者一人ひとりのプレゼンテーション
について、優れた点をご指摘いただきました。

奨学生参加者：発表者17名、会場参加奨学生33名、Zoom参加奨学生1名
参加役員 ：重藤理事長、増本常務理事・事務局長、小田部理事(教育指導担当)、

安川理事(教育指導担当)、渡邊理事(教育指導担当)、野中理事

研修会に参加しての感想

九州大学生物資源環境科学府
資源生物科学専攻 修士２年

小野 菜月
この度は令和7年度後期第2回研修会を開催し
ていただき、誠にありがとうございました。黒田
奨学会の奨学生となって2年が経ちますが、研修
会に参加するたびに「興味関心の幅を広げること
の大切さ」を強く実感します。私は学部4年生から
フグを対象とした研究に取り組み、今日までフグ
のことばかり考える日々を送ってきました。おそ
らく人生の中で、これほど長い期間フグに向き合
い続けることはもうないと思います。しかし、こ
のように視野が狭まりがちな環境にいる私にと
って、研修会は世界を押し広げてくれる貴重な機
会です。
今回の研修会では、経済学・農学・物理学・文学
など、多様な分野の発表が並び、私にとって初め
て知る内容ばかりでした。発表を一つ聞くたびに「こ
んな世界もあるのか」と驚き、学びの喜びを改め
て感じました。以下では、特に印象に残った2名の
奨学生の発表について述べさせていただきます。
一人目は、佐賀大学医学部1年生の上田さんです。
上田さんはボート競技で舵手（COX）を務めた経
験を基に、競技の面白さや奥深さを情熱的に語っ
てくださいました。私はボート競技に関する知識

が全くなく、「COX」という役割も初めて知りま
した。しかし、上田さんが大会での体験やCOXの
重要性を楽しげに、そして熱く語られる姿を拝見し、
まるで自分も大会の現場にいるかのような臨場
感を覚えました。聞き手である私の心まで動かさ
れる、非常に魅力的な発表でした。
二人目は、九州大学大学院理学府修士1年生の
池田さんです。池田さんは研究テーマである暗黒
物質の探求に、夏季休業中の経験を織り交ぜたユ
ニークな発表をされました。正直に申し上げると、
私はその自由度の高さに驚き、少しの嫉妬すら感
じました。私は大学院から黒田奨学会に所属して
おり、これまでの研修会では研究室でのテーマを
中心に発表してきました。一方、池田さんは自身
の研究に加え、直近の経験から得た学びを盛り込み、
学会とは異なる“研修会ならでは“の発表を体現
されていました。その姿を見て、「この研修会はも
っと自由に、自分の興味や経験を語ってよい場な
のだ」と気付かされました。この気づきは、今後の
発表や人前で話す機会において、私の視野を大き
く広げてくれると思います。
以上のお二人をはじめ、どの発表も大変興味深く、
充実した一日を過ごすことができました。奨学生
として過ごせる日々は残りわずかですが、この貴
重な機会を大切にし、今後の研究と人生に活かし
ていきたいと思います。改めまして、この度の研
修会を開催していただき、心より感謝申し上げます。
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である点、ユーザーが意図しない動作を自動的に行なってしまう点などが課題となっています。本研究では、ユーザー
による自然言語での指示に基づき、こうした意図しない動作を回避する安全なオートメーションを自動生成する手法の
実現を目的とします。

5．九州国立博物館における文化財保存の実践的取り組み ―バックヤード見学を通じて―
佐賀大学芸術地域デザイン学部芸術地域デザイン学科２年

田上 心咲
九州国立博物館の見学を通じて、文化財の「保存」の仕組みを理解した。環境IPMに基づく温湿度・空気環境の精密管
理や有害生物対策、X線CTスキャナや3Dスキャナを用いた非破壊調査、免震構造による防災設計など、多様な保存体制
と人々の努力が、文化財の継続的な保存を支えている。本発表では、バックヤード見学で明らかになった文化財保存の
実践的取り組みについて報告する。

6．概日リズムの仕組みと現代社会の健康問題
九州大学医学部医学科２年

八波 りお
私たちの体内の概日リズム（サーカディアンリズム）は、時計遺伝子の転写・翻訳のフィードバックループによって

制御されている。細胞が約24時間の周期を保つそのメカニズムを、生理学と生化学の視点から分子レベルでまとめる。
その上で、夜更かしや休日の睡眠時間の延長など、不規則な生活による概日リズムの破綻が健康に与える影響について
も考察する。

7．95%以上の切削油剤を削減できる「ニアドライ加工」について
九州大学工学部融合基礎工学科３年

北岡 隼斗
切削加工において大量に使用される切削油剤は、その廃液処理による環境汚染が問題視されている。霧状の微小切削

油剤を高圧エアーで噴射するニアドライ加工は、切削油の使用量を大幅に削減できるが、油剤ミストの、工具の切れ刃
部分への到達効率が課題である。そこで本研究では、静電塗装の原理を応用し、帯電させたミストを切れ刃へと集中的
に供給する新たな手法を開発している。本発表では、本手法の概要と基礎研究で得られた成果を報告する。

8．アルコール代謝能の個人差と生活習慣病リスク：ALDH2遺伝子多型の視点から
佐賀大学医学部医学科１年

樋口 士裕
お酒に「強い人」と「弱い人」がいるのはなぜでしょうか。その鍵は、飲酒による有害物質アセトアルデヒドを分解
するALDH2（アセトアルデヒド脱水素酵素2）の遺伝子多型にあります。この体質の違いは、アルコール依存症や特定
のがんなど、生活習慣病のリスクに直結します。本発表ではアルコールの代謝経路とALDH2遺伝子型によるリスクの違い、
そして適正な飲酒基準について解説します。

9．時をこえて語りかける声 ─古典を読むということ─
九州大学文学部人文学科１年

藤井 南美
古典文学には、遥か昔を生きた人々の感情や声、日常の気づきや自然への豊かな感受性が繊細に描かれています。一
方で、千年前の人々もまた、私たちと同じように葛藤や願いを抱え、時代の制約の中で生きていました。そうした先人
たちの言葉から、現代の問題やこれからの社会を考える手がかりを得ることができます。本発表では、『源氏物語』を
中心に、物語の表層に隠された「声にならない声」に注目することで、私たちがいま古典文学を学ぶ意義について考え
ていきたいと思います。

10．ヒューマノイドロボットの今までと今後の課題
広島大学工学部第一類１年
藤原 アレックス 偉智朗

近年、ヒューマノイドロボットが急速に注目を集めており、世界各国の主要企業がその開発に取り組んでいる。日本
でも純国産のヒューマノイドロボットプロジェクト「KyoHA」が立ち上げられ、この分野での技術的競争が活発化して
いる。本発表では、ヒューマノイドロボットの歴史を概観するとともに、現在開発が進められている代表的な機体とそ
の技術的特徴を紹介し、さらなる発展に向けた今後の課題について考察する。

11．筋トレの科学 ― 健康と成長のメカニズム ―
佐賀大学医学部医学科１年

山口 晃広
本発表では、筋力トレーニング（筋トレ）の基本的な原理と、健康維持・体力向上における実践的意義について解説
する。まず、筋肉の構造と筋収縮のメカニズムを概説し、筋肥大がどのように生じるかを生理学的視点から説明する。
次に、効果的なメニュー構成の考え方を紹介する。さらに、筋肉の成長に不可欠な栄養摂取の重要性を述べ、運動後の
タンパク質補給や休養の役割を強調する。筋トレは単なる身体作りの手段ではなく、科学的根拠に基づく継続的な健康
増進法として重要であることを示す。

12．ワーキングメモリから考える効果的な学習法
九州大学工学部Ⅲ群１年

山本 嵐士
私たちの身の周りには、「よりよい学び」に関する情報があふれている。 しかし、その中から自分に合った学習法を
見極めることは容易ではない。 本発表では、認知心理学の観点からワーキングメモリに着目し、効果的な学習方法を探る。
ワーキングメモリとは、短期的に情報を保持し処理する脳の働きであり、創造的思考や学習の基盤となる能力である。
さらに、トレーニングの方法や、医療・教育への応用についても簡単に触れる。
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令和８年度 黒田奨学会行事予定 （令和8年4月1日現在）

月

4月

5月

６月

7月
8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

日

10
11

25
26
8
23
29
6
10
15
19
10
4
10
12
10

18
6
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内 容

4月分奨学金給付
「進級を証明できる書類」提出締切 （※2年生以上、締切厳守）
光雲神社春季大祭
九州地区奨学生研修会【前期①】
九州地区奨学生研修会【前期②】・懇親会
5月分奨学金給付
関西地区奨学生研修会【前期】・懇親会
第1回定例理事会
関東地区奨学生研修会【前期】・懇親会
6月分奨学金給付
定時評議員会（議題：決算報告）
瑞藤会会報100号発行
7月分奨学金給付
長政公403回忌法要（崇福寺）
8月分奨学金給付
事務局夏季休暇（12日～１6日）
9月分奨学金給付
2027年度 一般学部募集要項その他書類一式・HP公開
前期成績表・報告書・GPA提出 ※9/8受付開始～9/19締切
2027年度 大学院特定枠（九大・九工大）募集推薦依頼書送付
光雲神社秋季大祭
10月分奨学金給付
九州地区奨学生研修会【後期①】
九州地区奨学生研修会【後期②】・懇親会
2026年度瑞藤会総会（予定）
11月分奨学金給付
関西地区奨学生研修会【後期】・懇親会
関東地区奨学生研修会【後期①】
関東地区奨学生研修会【後期②】・懇親会
12月分奨学金給付
瑞藤会会報101号発行
事務局冬季休暇（29日～1/5日）
事務局業務開始日
1月分奨学金給付
2027年度 新奨学生（一般学部）願書応募フォームHP公開
2027年度 一般大学院願書受付締切
2027年度 新奨学生（一般学部・一般大学院・大学院特定枠）願書受付締切
2月分奨学金給付
2027年度 新奨学生（一般学部）書類選考判定会議
忠之・光之・治得公法要（東長寺） 忠之公374回忌
2027年度 新奨学生（一般学部）書類選考結果通知・面接案内
第2回定例理事会（議題：2027年度予算）
2027年度 新奨学生（大学院特定枠）面接・プレゼン選考会
2027年度 新奨学生（一般学部）面接選考会①
2027年度 新奨学生（一般学部）面接選考会②
2027年度 新奨学生選考会議（一般学部・大学院特定枠/一般枠）
理事会（新奨学生採用決定者承認）
3月分奨学金給付
2027年度 新奨学生（一般大学院）採用者結果通知
2027年度 新奨学生（一般学部・大学院特定枠）採用者発表（HP）
後期成績表・報告書・GPA提出 ※3/13受付開始～3/27締切
如水公424回忌法要（崇福寺）
2026年度 卒業記念会・卒業祝賀会
2027年度 新奨学生入会式
研修会




